
墨 田 区（報道） 

 令和８年７月17 日 秋末 
～ 戦後81年 保管されている遺骨を遺族のもとへ ～ 

戦災者遺骨名を記した『遺骨霊名簿』を  

すみだ郷土文化資料館で一般公開へ 
 

この度、当区窓口課で保管していた『戦災者個別 遺骨霊名簿（以下、『遺骨霊名簿』）』をすみだ郷
土文化資料館で公開します。1945 年 3 月 10 日をはじめとする大規模な東京大空襲では、犠牲者の
火葬が間に合わず、多くの犠牲者が公園等に仮埋葬（一時土葬）されました。当時、名前が判明した

遺体は個別に仮埋葬されて記録が残され、戦後の 1948 年からは 3 年かけて改葬（掘り起こして火
葬）が行われ、遺骨は現在の東京都慰霊堂に納められました。 

『遺骨霊名簿』は、その改葬の頃に東京都によって作成されたものです。仮埋葬地ごとの記録をも
とに 7,756 名が記載されており、1949 年から始まった遺骨返還の一環で各区役所へ配布されたとさ
れます。2001 年にも同資料発見に資料館は立ち合い、以降共同研究を実施してきました。「各区の窓
口に名簿が配布された」という証言も得られていましたが、今回の資料の検証で裏付けられました。 

今後、『遺骨霊名簿』は、資料館が実施する空襲テーマの企画展等で展示・活用される予定です。 
墨田区は東京大空襲の被害が大きかった地域の一つとして、これまでも空襲の惨禍の実態解明や

世代を超えた語り継ぎに取り組んできました。今年も、関連する以下の取組を実施します。 
 
《写真》遺骨霊名簿表紙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《企画概要》空襲体験画ギャラリートーク「戦争から 81 年、向島の空襲」 

日時：8 月8 日（土） 13:00~15:00 
場所：すみだ郷土文化資料館 2 階 
内容：同館が収集してきた「空襲体験画」の展示空間の中で、戦争体験者の方に当時の記憶を語 

っていただくイベントです。今年は、本所地域に比べて被害実態の把握が難しいとされる 
「向島地域」で空襲を体験されたお二人をお招きし、貴重な証言を伺います。 
 

《概要》常設「空襲体験画」の展示替え 
時期：7 月18 日（土）より新展示スタート 
内容：同館が所蔵する 411 点の空襲体験画の中から、毎年約 30 点を厳選して展示しています。 

この度、展示替えが完了し、新たな体験画の公開が始まります。 
 

《問合せ》すみだ郷土文化資料館  ℡03-5619-7034 
※ お問合せは午後５時までにお願いします。（広報広聴担当 ℡ 03-5608-6220） 

墨田区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 


